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放送教材を追究の起爆剤とした社会科学習指導一情報処理能力を基盤にして－
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１　はじめに
現代はすでに情報化社会と言われている
。コンピュー
タ
にー代表されるように日進月歩の勢で次々と新し
い情報機器が登場してきている
。そして，21世紀に向
かって情報の量・質・変化の度合いが飛躍的に増大し，
情報化の傾向は益々そのスピ
ドーを上げている。この
ような社会情勢の中で要求される人間像とは
，あふれ
る情報の波に押し流されず
，情報を主体的に活用して
実生活を高めていくことのできる人間であろう
。
このような社会情勢の変化に対応するために平成４
年度から
，情報ｲ匕・国際ｲ匕・個性化・生涯学習体系化
といった骨子でまとめられた新学習指導要領により
，
学校教育が展開されようとしている
。学校教育で求め
られる子供像とは
，情報を単に受け取るだけでなく，
情報を基に自分なりの疑問や感想を持ち
，そこで得た
情報を主体的に活用していくことのできるといった情
報処理能力の育成された子供であると考える
。
子供たちが
，日常生活の中メディアとして最も多
く接しているのは「テレビ
」である。そこで，子供た
ちにとって中心的なメディアとなっているテレビの視
聴における情報処理能力の育成を目指す研究をしてい
きたいと考えたのである。
本学級の児童は
，当初，放送教材の内容を単に受け
入れるだけで精
一杯であったのが実態であった。そこ
で
，私は，これまで子供た･ちに，社会科放送教材を中
心として継続的な視聴をさせ
，テレビ視聴における情
報処理能力の育成に力を注いできた
。
そこで
，本研究では，育ってている情報処理能力
を基盤にして
，第５学年単元「くらしと公害」の中で
放送教材「公害はいま
」を位置付け，社会科の目標を
達成するための単元計画を皀案し
，その単元計画に従っ
て授業実践を行う
。そして，この授業実践に取り入れ
た放送教材を追究の起爆剤（1）とする手法の有効性を考
察していくことを本研究の目的としている
。
このように社会科の目標を達成するための放送教材を追究の起爆剤とした手法の有効性を検証していくと
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ころに本研究の意義があると考え
，研究主題「放送教
材を追究の起爆剤とした社会科学習指導一情報処理能力を基盤にしてー」を設定した。
２　研究の仮説一 仮　説①
子供たちに育ってきている「情報処理能力」を
基盤に
，放送教材を視聴させるならば，子供たち
は
，放送教材内容の事実事象はもちろん，その事
実事象を基にした疑問や感想を多様な視点から多くのことを捉えることができるであろう。
そして
，
一仮　説②
子供たちに育ってきている「情報処理能力
」を
基盤に
，放送教材視聴後に捉えてきたことが起爆
剤となり
，子供たちは。意欲的に，放送教材で取
り上げられている事例とは異なる事例を調べてい
くための問題設定
，及びその問題の追究をし
くことができるであろう。
その結果，
仮　説③
子供たちは
，本学習を通して，公害についての
事実認識だけでなく
，そこに生きる人々の心情的
理解を通して
，社会科の目標の要素である我が国
の平和的な発展を願い努力していこうとする公民的資質の基礎が培われてくるであろう。
３　単元計画
本項では
，放送教材「公害はいま」の内容構成と各
シ
クーエンスの特色を明確にするとともに，この放送
教材を位置付けた単元計画について述べていくことに
する（2）。
出　単元　　第５学年単元「くらしと公害」
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（2） 単元の目標
○　工業の発達に伴って生 じてきた公害から私た
ちの健康や生活環境を守っていくことが極めて
重要であることを理解させ，そのためには，企
業・国・自治体の対策だけでなく，国民一人ひ
とりが積極的に公害防止に取り組む必要がある
ことに気付かせる。
（3） 放送教材「公害はいま」の内容構成と特色
この放送教材の内容構成は，資料①のようになって
いる。
資料①「放送教材『公害はいま』の内容構成
Ａシークエンス：放送内容の確認
Ｂシークエンス：新潟水俣病患者の症状と原因
Ｃシークエンス：熊本の水俣病の概要
Ｄ シークエンス：日本の急速な工業化と公害の発
生
Ｅ シークエンス：新潟水俣病の発生と裁判の勝利
Ｆ シークエンス：魚の食べられる阿賀野川
Ｇシークエンス：新潟水俣病に苦しむ患者の具体
的な様子
Ｈ シークエンス：未認定患者と国との裁判の様子
Ｉ シークエンス：公害の恐ろしさと私たちの今後
資料②「各シークエ冫 スの内容の特色」
次 に 各 シ ー ク エ ン スの 内 容 の特 色 を 見 て み る と資 料
② の よ う に な っ て い る。
こ の よ う に放 送 教 材 「公 害 は い ま」 は， 新 潟 水 俣 病
が 中 心 に取 り 上 げ ら れ， 新 潟 水 俣 病 の 原 因 ， 水 俣 病 患
者 の悲 惨 な 肉 体 的 ・ 精 神 的 な 苦 し み， ま た， 水 俣 病 患
者 の国 や工 場 へ の取 り 組 み， 国 の 水 俣 病 に対 す る取 り
組 み や考 え 方 な ど が主 な 内 容 と な っ て い る。
（4） 放 送 教 材 「公 害 は い ま」 を 位 置 付 け た 学 習 指 導
計 画
（3）で 説 明 し て き た よ う に， 放 送 教 材 「 公 害 はい ま」
は ， 新 潟 水 俣 病 につ い て多 様 な 視 点 か ら取 り上 げ られ，
し か も， 患 者 の 悲 惨 さを 強 く訴 え る 内 容 とな って い る。
そ こ で ， こ の 放 送 教 材 を 活 用 し た授 業 実 践 を単 元 導
入 時 に 位 置 づ け， 多 様 な 視 点 か ら新 潟 水 俣 病 に苦 し む
人 々 の 肉 体 的 ・ 精 神 的 な苦 悩 とい っ た 悲 惨 さ に気 付 か
せ て い き た い と 考 え る。 そ し て ， こ の 悲 惨 さ が 起 爆 剤
と な り， 熊 本 の 水 俣 病 を 中 心 に（3）我 が 国 の 様 々 な 公 害
につ い て 意 欲的 に 追 究 し て行 か せ たい と 考 え る。 こ の
よ う な 理 由 か ら 本 単 元 の 学 習 指 導 計 画 を 次 の よ う に 設
定 す る。
尚 ，［:［］～［4］は， 第 ４項 「放 送 教 材 を 追 究 の 起 爆 剤 と
して 活 用 し た具 体 的 実 践 」 の 中 で 考 察 し て い く授 業 場
面 と 順 序 を 表 して い る。
Ａシークエンスでは，現在の阿賀野川と，医師に診察を受けている老婆を見せ，ここで新潟水俣病が起こっ
たことを知らせる内容となっている。
Ｂ シークエンスでは，新潟水俣病患者の悲惨な症状やその原因，また発病するまでの経路を内容としている。
Ｃシークエンスでは，水俣病の始まりであった熊本の水俣病の原因や，けいれんする水俣病の猫や体の震
えの止まらない水俣病患者の悲惨な症状を内容としている。
Ｄシークエンスでは，高度経済成長期の工業地帯やそこから出される煤煙などを見せ，日本の急激な近代
化の影に公害が発生してきたことや，日本の四大公害の概要を内容としている。
Ｅシークエンスでは，新潟水俣病が具体的にどのようにして起こったのか，そして，死者も出ていること
を内容としている。また，新潟水俣病患者が裁判を起こし，国に責任があるという判決が出されていること
を内容としている。
Ｆ シークエンスでは，阿賀野川で魚を取っている様子を見せ，現在では食べられるようにな っていること
を内容としている。
Ｇシークエンスでは，レポーターが新潟水俣病に苦しむ患者やその家族にインタビューすることにより，
その症状やそれが元で大やけどを負ったこと，また，人生を台無しにされてしまったことなどを具体的に示
している内容となっている。
‘･　 Ｈシークエンスでは，未認定患者の言い分と，それに対する国の対応が示され，現在裁判が継続されてい
ることを内容としている。
Ｉシークエンスでは，レポーターが放送内容を振り返り，公害の恐ろしさをまとめるとともに，公害に対
する私たち国民への課題を投げかけている内容となっている。
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学習指導計画（総時数９時間十〈学裁〉）
牙う1C べ･　/jxlｦQﾌ网qum しＵﾉX ﾍﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾘﾉ
［工］ 第１時　　　 新潟水俣病に苦しむ人々　　 ＴＶ ｒ公害はいま」…………………………………………①
［2］ 第２時　　　 熊本の公害「水俣病」の問題作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
［3］ 第３～４時　熊本の公害「水俣病」の必修課題の追究とまとめ…………………………………………②
団　 第５～６時　 熊本の公害「水俣病」の選択課題の追究……………………………………………………②
第７時　　　 熊本の公害 匚水俣病」の学習発表会…………………………………………………………①
Å却r丶丶Ｌ　ｔ　ｔし丶ｔ１　1か十9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / r＼牙5乙ia. e ぷ(j ぶ/&こμ看4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 φﾉ
第１時　　　 選択した公害事例の問題作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
選択した公害事例の追究( わたしの研究)……………………………………………〈学裁〉
第２時 －　　さまざまな公害の学習発表会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
４　放送教材を追究の起爆剤として活用した具体的実
践
（1） 放送教材「公害 はいま」を活用した単元導入時
の学習過程
本項倒では，学習指導計画の口］の実践について考察
する。放送教材「公害 はいま」を活用した授業を本小
単元導入の第１時に位置付けた。第１時に位置付けた
のは， この放送教材の視聴を通して，新潟水俣病の事
実事象 はもちろん，事実事象を基にした疑問や感想を
持たせ，新潟水俣病に苦しむ人々の肉体的・精神的苦
悩といった悲惨さに気付かせ，その悲惨さが起爆剤と
なり，熊本の水俣病を追究していくための問題設定，
及び問題の追究をさせていきたいと考えたからである。
このような悲惨さを十分実感させるために，放送教
材の視聴後，子供たちが自由に捉えたことをできるだ
け多 く発言させたいと考えた。そのために，教師は子
供たちに，本時の目当てを「テレビを見て，『心に強
く残 ったこと』を話し合おう」と提示した。なぜなら，
「分かったことを話し合おう」とか，「分かったことや
分かったことを基にして思ったことを話し合おう」と
一 資料③ 厂公開授業の学習展開の概要」一
山　本時の主眼（第１次第１時）
○　放送教材 匚公害はいま」の視聴を通して，新潟水俣病について「心に強く残ったこと」を話し合わせること
により，公害に苦しむ人々の悲惨さに気付かせ，その「悲惨さ」を起爆剤として，具体的に熊本の水俣病を調
べていこうとする意欲を持たせる。
（2） 学習展開
学　　 習　　 活　　 動 指　 導　上　 の　留　意　点 教材・資料
１．本時の目当てを確かめる。 ○　 視聴後， 心に強 く残ったことについて話
し合うことを確認させる。
○　 視聴に当たって，簡単なメモを取 らせる。
○ 集中してテレビを視聴させる。
○　 公害の悲 惨さに焦点を当てて話し合わせ
る。
○　 写真 匚胎児性水俣病患者とその母親」 と
それを説明する文章資料を提示し，母親の
心情を吹き出しに書かせ話し合わせること
により，公害の悲惨さを印象付けさせる。　’
○　 次時は，熊本の水俣病について具体的に
調べていくための問題作りをすることを 確
認させる。
放送教材 「公 害
はいま」
写真資料
文章資料
吹き出し
テレビを見て，匚心に強く残ったこ
と」を話し合おう。
２，放送教材［‾公害 はいま」を視聴する。
３．視聴後，心に強く残ったことを話 し合
う。
４，熊本の水俣病について， 詳しく調べて
いこうとする意欲を持ち， 本時のまとめ
とする。
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いった目当てを提示すると
，本学級の子供たちは，誤
答を避けようとする傾向があり
，視聴後の話し合いが
消極的に展開し本時の主眼が達成できなくなるのでは
ないかと考えたからである。
本時の授業は
，視聴後の話し合いの中で多くの子供
たちが意欲的に挙手し発言したがっていたが
，公開研
究授業ということもあり
，教師は時間的都合で視聴後
の話し合いを途中で打ち切るほどであった
。挙手して
いたが発言できなかった子供たちには
，次時に発言の
機会を与えた。尚，本時の学習展開の概要は資料③に
示す通りである。
この話し合いの中で子供たちは
，資料④のように多
くのことを捉え発言することができた
。この資料から
分かるように「治す方法がない
」「多くの人が死んで
いる」「大きな差別を受けている」などといった患者
の悲惨な事実。
「汚い水と分かっていたのになぜ流したのか
」寸どう
して水俣病患者と認められる人と認められない人がい
るのか
」などといった疑問。そして，「とてもかわ
そう」「治す方法を見つけてほしい」「国はすべての患
者に補償してほしい」といった患者の心情を鋭く洞察
しての感想をも持つことができている
。
教師は放送教材視聴後の話し合いを打ち切った後，
写真資料「胎児性水俣病患者と母親
」やその写真を説
明する文章資料を子供たちに提示した
。そして，子供
たちにそれらの資料をじっくり見せることにより
，母
親の苦しみや願いを考えさせ
，その心情を一人ひとり
吹き出しに書かせていった。
このような写真や文章資料を提示したのは
，放送教
材を視聴して実感してきている水俣病の悲惨さをより
鮮明に子供たちに印象付けたいと考えたからである
。
その結果
，「どうして生まれ きから」匚水俣病なん
て信じられないよ
」といった悲惨さはもちろん，「で
きるかぎりのことをしてあげたい
」といった悲惨さを
背景とした母親の自分の子供に対する愛情までも鋭敏
に感じ取ることができている。
このように子供たちは
，放送教材視聴後の盛んな発
言による話し合いの中で
，新潟水俣病についての事実
としての実態
，そ事実事象を基にした疑問，患者の
心情を鋭く洞察しての感想を持つことができ，新潟水
資料④「子供たちの発言した内容
」
（・‥…･事実認識，０……疑問，Ｏ……感想）・新潟水俣病の原因は，工場の流した有機水銀である。
Ｏ　汚い水と分かっていたのになぜ流したのか
。
・今も苦しんでいる人がいる。
・仕事ができなくなった人がいる（人生が大きく変わった）。・猫や犬も水俣病になっている。
・治す方法が見つかっていない
。
・手足がしびれている。
Ｏ　手足がしびれているなんてとてもかわいそうだ
。
・指がまっすぐにならない。
・熱さが分からないせいで大やけどした人もいる
。
・多くの人が死んでいる。
○　治す方法を見つけてほしい
。
Ｏ　とても恐ろしいと思った。
Ｏ　公害を起こさないようにしなければいけないと思った。・大きな差別を受けている。
・川の魚が食べられるようになった。
○　どうして食べられるようになったのか。・水俣病と認められていない人が半数以上いる。
○　どうして認められる人と認められない人がいるのか
。
Ｏ　認められていない人はかわいそうだ。
・患者たちは工場を相手に裁判を起こし，裁判の結果，工場は，水俣病と認められていない患者に対して補償
金を支払っている。
・水俣病と認められていない患者は今も裁判を続けており
，来年の３月に判決が出される予定である。
Ｏ　国はすべての患者に補償してほしい。
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俣病の悲惨さを十分に実感することができている。
このように，新潟水俣病の悲惨さを十分に実感する
ことができたのは，次の２つの理由が指摘できる。第
１の理由としては，子供たちは，昨年度よりテレビを
継続視聴して学習してきており，その中で，放送教材
内容についての事実事象はもちろん，事実事象を基に
した疑問や感想を持つことができると｡いった「情報処
理能力」が育ってきていることが大きな要因となって
いる。第２の理由としては，教師が子供たちにとって
明確な答えを要求しない「テレビを見て，『心に強く
残ったこと』を話し合おう」という本時の目当てを提
示したことにより，子供たちは多様な視点から捉えた
ことを安心して盛んに発言し話し合うことができたた
め，新潟水俣病の悲惨さを十分に感じ取ることができ
たのである。
尚，放送教材に写真資料や文章資料を合わせて提示
するといった手法は，放送教材から実感させたかった
新潟水俣病の悲惨さをより鮮明に子供たちに印象付け
ることができ有効であったと考える。
（2） 熊本の水俣病を追究するための問題設定過程
本項（2）では，学習指導計画の［2］の実践について考察
する。（1）では，口］の授業場面の中で，子供たちが新潟
水俣病の悲惨さを十分に実感することのできた理由を
考察してきた。本項では，この授業で得た学習成果を
生かして，それ以後，熊本の水俣病を追究していくた
めの問題設定をどのように行っていったのか説明し考
察を加えていくことにする。
先の口]の授業では，教師は，放送教材｢ 公害はいま｣
の内容構成の特色を念頭に置き，放送教材視聴後の子
供たちの発言を大きく４つに分類しながら板書した。
子供たちは，教師の書いた板書を手がかりとして，４
つのまとまり毎に課題名を話し合い考えていった。そ
して，課題名は次のように設定された。課題①｢ 水俣
病の発生した原因｣，課題②｢ 水俣病のおそろしさ｣，
課題③｢ かん者の取り組み｣，課題④｢ 国 や工場の取
り組み｣ である。子供たちは10のグループに分かれ，
教師の指示により， これらの課題の中から課題①をど
のグループも最初に取り組む必修課題とし，残りの３
つの課題の中から１つの課題を選択していくことにし
た(4)。そして，課題①では，教師が口]の授業で子供た
ちの発言を基に書いた板書を手がかりに学級全体で話
し合う中で，必修課題を具体的に追究していくための
問題として，問題①｢ 水俣病の原因は何か｣ ，問題②
｢汚い水だと分かっていたのに，なぜ有機水銀を流し
たのか｣ といった共通の問題を設定した。さらに，選
択した課題については，先の教師の書いた板書を手が
かりとして，グループで話し合いグループとして追究し
ていきたい問題を設定していったのである。各々のグルー
プの選択した課題，及びその課題を具体的に追究してい
くために設定した問題は資料⑤に示す通りである。
資料⑤ 匚グループで選択した課題と課題を具体的に追究するための問題」
グ ル ープ 選択課題 課　題　を　追　究　す　る　た　め　の　問　題　設　定
Ａ 課題②
『1
FI
F1
]題① どんな症状が表 れてど のくらいの人が死んでい るのか。
1題② 今 も苦 しん で いる人 々 は，生 活 の中で どの よ う な 苦 し み を 続 け て い る の だ ろ う 。
j題③ ど ん な 差 別 を 受 け て き て い る の か。
Ｂ 課題②
Ｆ
Ｆ
Ｉ
句題① 水俣病の人は，どんな差別をされている のか。
句題② 今， 水俣病はどうなっ たか。
句題③ 水俣病の患者の症状。
Ｃ 課題②
「
「
｜
｜
苟題① 何人なくなったか。
爿題② 工場はねこの実験をして，そ の結果，ど うしたのか。
爿題③ 水俣病の人や家族 はどんな差別を受 けて いるか。
4j題④ どんな症状か。
Ｄ 課題②
問題① なぜ伝染病でない のに差別を受 けな いといけないのか。
問題② なぜ水俣病を治す方法 が見つ からないのか。
Ｅ 課題②
問題① どんな大 きな差別を受 けてい るのか。
問題② ど のような体 の状態 か。
Ｆ 課題③
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ｒ
爿題① 国 はどう やって水俣病 と判断 するのか。
爿題② 患者 は工場を相手 にどのようなことをしてきたのか。
爿題③ 国で水俣病 と認 められなかった人 はどうするのか。
月題④ 国で水俣病 と認 められている人 はどうしているのか。
Ｇ 課題③
Ｆ
Ｆ
ｔ
司題① 公害をな くすために住民 はどのような努力 をしている のだろ うか。
月題② 水俣病として認 められた人 々は， どのような努力をして きた のだろう か。
爿題③ まだ水俣病 と認 められていない人 々は， どのような努力をお こな って いるのだろうか。
Ｈ 課題③
問題① よご れた水俣湾 は， 今どのようになっているか。
問題② 患者 の人 は， どうして裁判を やろ うとしたのか。
Ｉ 課題③
問題① 水俣病と認 められてい ない人 は， どういう取り組 みをしてい るのか。
問題② 公害を防ぐ ためにどんなことを してきたのか。
Ｊ 課題④
Ｆ
Ｆ
Ｆ
1題① 国 は公害「水俣病」 に対して， どんな対 策を行ってい るのだろ う。
1題② 工場 の患者 に対 する補償はどうなっているのか。
1題③ 水俣病と認 められてい ない人 たちの起こした裁判の様子 はど うな って いるのか。
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このように多様な視点から課題を設定することがで
き
，各々の課題を具体的に追究していくための問題設
定ができたのは
，次の理由が指摘できる。子供たちは，
昨年度よりテレビを継続視聴して学習してきており
，
その中で
，放送教材内容についの事実事象はもちろ
ん
，事実事象を基にした疑問や感想を持つことができ
るといった「情報処理能力
」，また，放送教材の視聴
を通して捉えたことが起爆剤となり
，放送教材に取り
上げられている事例とは異なる事例を追究していくた
めの問題を設定することのできる「情報処理能力
」が
育ってきていることが大きな要因となっている
。
（3）児童の課題追究とその成果
本項（3）では
，主な子供たちの必修課題，及び選択課
題における追究のまとめを中心にして
，その成果につ
いて考察する
。尚，子供たちはグループに分かれ，教
室
・視聴覚室・図書室に用意してある多様な資料（子
供たち自身の収集した資料もある）を基にして課題の
追究を行っている
。準備して 資料は，資料⑥に示
す通りである
。写真資料やｖＴＲｒ水俣病」は，授業
者自身が平成３年８月に水俣市を訪れ
，「水俣病歴史
考証館」やチッソ水俣工場，及びその周辺を取材し作
り上げた資料である
。（2）で述べたように，子供たちに
自由に問題を設定させ追究していかせる授業展開を仕
組むならば
，子供たちの設定するであろう問題に対応
するための資料を予測して収集しておくことが肝要で
ある。
①　必修課題「水俣病の発生した原因
」の追究成果
本項①では
，学習指導計画の圓の実践について，抽
出児の必修課題の追究ノ
トーを基に考察する。
児童ｏは，放送教材やｖＴＲ教材を中心に活用して
次のようなことを追究している
。工場の利益のために
人々の命の尊さを無視して
，有機水銀を流し続けた工
場に立腹している
。また，もし工場が排水を止めてい
たら悲惨な事態になっていないと悔しがっている
。そ
して
，今後の社会の中で二度と同じ過ちが繰り返され
ないことを切望している。
児童Ｈは
，お金より健康が大切であることを実感し，
１秒でも早く水俣病の治療薬ができることを願ってい
る
。そして，もっと早く工場水俣病の原因を認め適
切な対応をしていたら
，第２・第３の水俣病が発生し
なかったのではないかと考えている。
児童Ｋは
，水俣病の恐ろしさや工場のしてきたこと
への怒りを猫のイラストでまとめている
。そして，治
す方法が早く発見されることを強く願っている
。
児童Ｙは
，工場から流れ出る排水の写真を見て，怖
いと感じている。そして，排水を流し続けた工場に対
して憤激している。
児童Ａは
，排水を流し続けた工場が多くの人々を死
に追いやったことへの恐怖を実感している。
児童Ｎは
，汚染された排水を浄化する費用を階しみ，
多くの人々に不幸をもたらした工場に憤りを感じている。そして，一刻も早く治る方法が見つかることを願っ
ている。
児童Ｓは
，私たちが歩行したり話をしたりできるこ
とは当たり前のことではないと考えている
。また，人々
の健康より
，生産を高めるこを優先した工場の態度
が水俣病の本当の原因であると考えている
。そして，
私たちに何かできることはないのだろうかという考え
を持つこともできている。すなわち，子供たちは，有機水銀の混入した化学工
資料⑥「熊本の水俣病を追究するためのマルチ教材教具」
水俣病に関する教師の撮影した写真（23枚）
写真「水俣病のかん者とチッソの工場」（教育出版）
自作ｖＴＲｒ水俣病」
放送教材「水俣はいま
」（平成２年10月放送分）
放送教材「公害はいま」（平成３年10月放送分）
歌唱録音テ
プー「水またの青い空」（作詞石むれ道子，補作詞武田鉄也）
同和教育教材「いのち」『水俣からのうったえ』（北九州市教育委員会）
教科書寸小学社会５下（教育出版）」
副読本「よいこの社会科
」（福岡県社会科研究協議会）
副読本「社会科帳」（北九州市八幡東・西区社会科研究委員会）
副読本「社会科資料集」（文渓堂）
教科書「小学社会５下」（日本書籍），「小学社会５年下」（大阪書籍）
「国土と人間５下」（中教出版），「小学校社会５下（学校図書）
図書室所蔵の単行本
子供たち自身が収集してきた参考書・問題集・雑誌・新聞などの資料
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場からの排水が水俣病の原因である
ことはもちろん
，その排水を流し続
けた工場の態度に怒りを感じるとと
もに
，人命よりも利潤優先した工
場の価値判断に立腹し憤りを感じて
いる
。そして，工場排水を早期に止
めていたら被害を最小限に押さえる
ことができたことにも気付いている
。
また
，治療薬が早く開発されること
や
，このような悲惨な公害病を二度
と繰り返してはならないといったこ
とを切望している
。さらに，自分た
ちにできることはないのだろうかと
いう考えをも持つことができている
。
②　選択課題の追究成果
本項②では
，学習指導計画の[l]の
実践について，抽出児の選択課題の
追究ノートを基に考察する。
児童Ａは
，教科書（教育出版），よいこの社会（副読
本）
，社会科資料集（副読本），放送教材, VTR教材，
いのち（同和教材）
，といった多様な資料を活用して次
のようなことを追究している
。課題②「水俣病のおそ
ろしさ
」を追究する中で，手足を動かせない患者に対
して
，とてもかわいそうだと感じている。また，水俣
病を引きずって生きていくこと自体大変なことである
のに
，その上，差別を受け続けている人々のどうしよ
うもないやるせなさを痛感している
。
児童Ｍは
，課題②「水俣病のおそろしさ」を追究す
る中で
，現在苦しんでいる患者の治療方法の発見を切
望し
，再び水俣病のような悲惨な事態が起こらないこ
とを願っている。
児童Ｏは
，課題③「かん者の取り組み」を追究する
中で
，水俣病に苦しむ人々が，工場の無責任な態度を
絶対許せないと考え工場を裁判所に訴えたことを捉え
ている
。そして，同じ立場であったなら私も同様な気
持ちになったであろうと共感的な理解を示している
。
児童Ｔは
，課題③匚かん者の取り組み」を追究する
中で
，工場に押し掛けたり街頭デモをしたり，裁判に
訴えたりした水俣病惠者のとった行動に賛同し
，自分
も水俣病に係わる者だったら同様のことをしていたの
ではないかと考えている
。そして，のような患者た
ちの行動にも係わらず
，有機水銀の混入した工場排水
を流し続けた工場の姿勢に憤りを感じている。
児童Ｄは
，課題④「国や工場の取り組み」を追究す
る中で
，認定患者に対しては補償されるようになった
が
，お金が補償されたとしても大きな差別を受けてき
た苦しみは拭いきれるものではないと怒りの念を抱い
ている。
児童Ｈは
，課題④「国や工場の取り組み」を追究す
る中で
，今では，国や自治体が工業生産より国民の健
康や安全を第１に考え
，公害を防ぐことに努力してい
るけれども
，国は水俣病の原因がチッソ水俣工場であ
ることをより早く認めていれば事態はもっと軽減して
いたのではないかと痛感している
。また，水俣病患者
への補償が十分に行われていないと考え，人生を台無
しにされた分の補償を十分にしてほしいと考えている
。
そして
，今，患者への１番の補償は，国や工場がもう
これ以上嗷者を出さないよう努力することではないか
とも考えている
。らに，症状の軽重によらず全ての
水俣病患者に補償金を出してほしいと願っている
。
すなわち
，子供たちは，水俣病患者に係わる人々へ
の大きな差別といった精神的な苦しみを痛感するとと
もに
，このような悲惨な水俣病を治すことのできる方
法がより早く発見されることを願っている。そして，
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このような悲惨な水俣病が二度と起こらないことを切
望している
。また，無責任な工場の態度に憤激し，自
分も水俣病患者と同様の立場であったなら
，裁判に訴
えていたのではないかと考え
，水俣病患者たちの取っ
た行動に賛同している
。さらに，水俣病に対して国の
より積極的早急な対応が必要であったこと
，そして，
今後
，国や工場は，公害病を出さないように一層の努
力をし七ほしいことや
，水俣病として認定されていな
い人々をも含めた全ての患者に補償をしてほしいと願っ
ている。
(3)では
，子供たちの必修課題や選択課題の追究のま
とめを中心にして
，その成果を考察してきた。課題を
追究してきた子供たちは単なる事実認識に止まらず
，
その事実事象から工場の取った態度に憤りを感じたり
，
水俣病患者の立場に立って精神的な苦しみを感じ取っ
たりしている
。また，水俣病患者の立場に立って願い
を持ったり
，水俣病患者の取った行動に賛同したり，
水俣病患者に対して援助の方法はないのかと考えたり
している
。さらに，国や工場の公害に対する今後の取
り組み方をも考えることができている。
子供たちがこのような考えを持つことができたのは
，
これまでに育ってきている匚情報処理能力｣を基盤に
して
，放送教材を活用した授業の中で，新潟水俣病の
事実としての実態や
，その事実事象を基にした疑問や
感想を多様な視点から多くのことを捉え
，その捉えた
ことを出し合い話し合うことができたこと
。そして，
この話し合いの中で新潟水俣病に苦しむ人々の悲惨さ
を十分に捉えることができ
，その悲惨さが起爆剤とな
り
，熊本の水俣病の事実事象だけでなく，そこに生き
る水俣病患者の心情をも鋭く洞察することができたか
らである。
５　研究の成果
出　ｲ反説①の検証
仮説①は
，次のように検証することができる。子供
たちは放送教材の視聴後の話し合いの中で
，新潟水俣
病について多様な視点から多くのことを捉え盛んに発
言することができた
。そして，放送内容の事実事象は
もちろん
，事実事象を基にした質問や感想をしっかり
と持つことができた
。このことは，昨年度よりテレビ
を継続視聴して学習してきており
，その中で，放送内
容についての事実事象を捉えることはもちろん
，事実
事象を基にした疑問や感想を持つことのできる匚情報
処理能力」が育ってきているからであると言える。
（2）仮説②の検証
仮説②は
，次のように検証することができる。子供
たちは，放送教材の視聴後の話し合いの中で，新潟水
俣病について多様な視点から多くのことを捉えること
ができた
。そして，この話し合い中で捉えてきたこ
とが起爆剤となり
，意欲的に，子供たちは熊本の水俣
病を具体的に調べていくための問題設定を行い
，その
問題の追究をしていくことができた
。さらに，追究内
容も単なる事実事象だけではなく
，「患者の立場に立っ
ての精神的な苦しみの実感
」「患者の立場に立っての
願い
」「患者に係わる人々のとった行動への賛同」「水
俣病患者を支援したいという心情
」「工場の取ってき
た態度への憤り」「国や工場の今後の取り組み方への
願い
」などといった公害に対する憎悪の念やそこに生
きる水俣病患者の心情を鋭く洞察することができてい
る。
このように熊本の水俣病について意欲的に追究して
いくことができたのは
，昨年度よりテレビを継続視聴
して学習してきており
，その中で，放送教材の視聴を
通して捉えたことが起爆剤となり
，放送教材に取り上
げられている事例とは異なる事例の問題設定
，及びそ
の追究をしていくことのできる「情報処理能力」が育っ
てきているからであると言える
。
,（3）仮説③の検証
子供たちは
，これまでの学習を通して，水俣病の単
なる事実認識だけではなく
，そこに生きる人間の心情
を鋭く洞察することにより
，私たちの公害に対するこ
れからの取り組み方を考え行動しようとしている
。こ
のように
，そこに生きる人々の心情的理解を通して，
社会科の目標の要素である我が国の平和的な発展を願
い尽くそうとする公民的資質の基礎が子供たちに培わ
れてきている。
すなわち
，本研究を通して，21世紀に生きる人間に
とって不可欠とされる「情報処理能力
」を子供たちに
育成し
，このような情報処理能力を基盤にして，放送
教材を追究の起爆剤とする手法を取り入れた社会科授
業実践を行うならば
，社会科の目標である公民的資質
の基礎が培われてくることが実証された。
６　おわりに
本研究では
，放送教材を追究の起爆剤として手法の
有効性を明らかにすることができた
。今後は，本研究
で明確となった手法の有効性を他の社会科授業実践の
中で
，さらに，検証していくことが課題である。また，
本研究では
，放送教材の「情報処理能力」を基盤にし
た社会科授業実践の成果について考察してきた
。今後
は
，益々加速化する高度情報化社会に対応するために，
多様なメディアの情報処理能力の育成を目指した実践
的研究や
，それらメディアの情報処理能力を基盤にし
た実践的研究を行っていくことが課題となるであろう。
〈註〉
（1）「起爆剤」とは，子供たちに育ってきているテレ
ビ視聴における情報処理能力を基盤に
，放送教材の
視聴を通して捉えたことが動機付けとなり
，それ以
後の学習において意欲的な学習態度を形成すること
のできる放送教材であることを意味している。
（2）放送教材「公害はいま
」の内容構成と特色の表記
の仕方については
，田尻由朗「小学校社会科放送学
習における教授方略」兵庫教育大学大学院修士論文
，
1988. 3を参照している。
（3）様々な公害事例の中で熊本の水俣病を中心教材としたのは次の３つの理由による。
第１に
，放送教材「公害はいま」は，新潟水俣病
を中心に熊本の水俣病も取り上げられており
，子供
たちの関心は公害「水俣病
」に向くと思われたこと。
第２に
，熊本の水俣病は，本市基底教育課程に位置
付く公害学習の中心教材となっているため
，教師も
本事例に関する多様な資料を収集
・準備しやすかっ
たこと
。第３に，熊本の水俣病は，我が国における
公害の象徴となっていること
。これらの理由により，
熊本の水俣病を中心に追究していかせたいと考えた
のである。
（4）課題①「水俣病の発生した原因
」を最初に取り組
む共通課題とし
，残る３つの課題を選択課題とした
理由は次の通りである
。課題①「水俣病の発生した
原因
」は，課題②「水俣病の恐ろしさ」・課題③
「かん者の取り組み」・課題④「国や工場の取り組
み」の契機となっている。つまり，課題①の追究内
容は
，残る３つの課題の追究内容の原因となってい
る
。そこで，このような熊本の水俣病の原因を子供
たちにしっかりと把握させた上でその他の課題を追
究させるなら
，より具体的な内容を捉えることがで
きるのではないかと考えたからである
。また，子供
たちは
，課題①を追究する中で，有機水銀を流し続
けてきた化学工場の取った非人道的な行為に憤激す
ることが予想される
。そして，このような態度を取っ
てきた工場への怒りを動機付けとして，残る３つの
課題のいずれを選択しても意欲的に追究していける
のではないかと考えたからである
。このような理由
により
，課題①「水俣病の発生した原因」を必修課
題とし，残る３つの課題を選択課題としたのである。
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